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目的 澱粉を主体とする菓 子のう^､ 蔑^ よ.ず̂るこtu は って乾 燥固体とな^t 以 必及

び蒸 いこよ 、て水介 を即量 に唇 ん岡χ態､必も夕)とバあI), そお､ぞ`れβり製造 エ｡程 字必加杷 、

冷却、蕎I なと匹 より、澱粉 の結晶型や 糾巳タ)程度など`高次構左 を剽 燧 るi 必と焉 われ

i>. 我 々は、ことﾌ)ような米焼幕､子刺 ぺ濤的な 七ク)とI  乙、ΛY 康 をとリ上ず生八 ヅ橋 との

ちバいを卸 り て高分子構左 痴的な興味ﾇ､紡 、生めも訪れら焼 斗i- ヤヽりれるま でク)高次葵
ま め 支 肥 を 検 かμj  i とUs.

方 宏　 市 販 の 八 ヅ 橋 及 び 生 八 ッ 橋 を 用 い 、 さ ら に 比 較 め 卜 力 切 し

千 米( ユ シ ヒ 加ﾉ
‥

β57 斗 産) を 粉 末 及 び 炊 飯 和 り て 試 料 と 口 ぺ 。X 線!

面 折 の 測 丸 山 ユ 、 島 津XD-5 型 自ま乙 × 旅 回 杵 装 置 を 用 い
、

試 料･/f- さ)3.
    I
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印^KnA ご? ∂分 間 露 出 し て撮 影 を け な い､ シ ン 冷 し ー シ ョ ン 計 数 管 法 ド よj

↑ 澄繊度 曲線 を測定 口収。

結 果　 図l にX 線 干渉雄度 曲線 をホ けi 。 こ沁 ≒よると、八 ツ襖 で

は?∂り4'. IT, 20° ft-it/フビ ークカ＼-み りれ るク)ド詞丿 乙 生八 ツ橋 は20=12°

2朗t2L ド2 つ必ヒ'-  7  μ み 列 ぺ、ハ ツ橋 と生八 ヅ橋 は/全く 異*     つμX

緑・ 型 を-f え. まに 生八 ツ橋 の×線 図包 は炊飯 米 とも 一致 いなこい。
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考 檜調味料の岑加べま鮮野菜中の僣磯成分含量におよぼ万影響
京都府立.大生話科学　畑明美　〇南光美子

目的　最也，生鮮野菜を生食利用 び^iこ とが多く;&-っT  6) るが 水･分の多i･耕 料 ＝調 味

料 を添加 冴^-z とから万r料中の水分μ溥岱 し7  味が水っぽくなりがラ乙 食味のJ二からし

ばしば問題どな る。一掃に食巻の添加量が多いほど屏料 からの脱水量 が多く なるコとばよ

乙 知うれマい3  μ,   三杯酢など和風の調 収料と屏石`リ油を農･合しr-ドレッシングや？蒙風

調味料別 ま。珀の恣加が脱水量に影零を及ぼ?3 とが考 之らホ る。・ 引==脱水/こ伴(.1, 有

料 中から洛諌 成分(ｸ)溶出g^i  ヱピも彦 也られ，そ収ぞれ調味料の種類や3(is加量，あるいは

放 置時間を変えることにjこってどのよ引 こ変化百5 かを調べ§ 2 とば，単に朗吟の面ば`か

りでなく栄養 禰取のよヵヽらも必孝T'ヽあ ると刄 えられ5 ．そこで今[引3:放水量 並ぶ に參殤咸

分凍量と多 棟調 収料添加との関連にフいて験封しr~のでヽ ，その知果乙報菅 可る。

オ活　 併祓材料ぼダイコン，そ・,ウ 几 キャベツ芭用い，添 加調 味料iこば食塩,  エ罪 跡

三杯酢, 甘酢, ？ 葉風個眼料。ドレッシング 乞用いrこ。細 かくや断し降試料 別i 憲にμ)O＆

膠取し‥各趨 調味料ｌ 添加・撹詳してD ート丿二1二夥 し, 南 下する分 離膚乞筰取し之時間の
経過t 二件なう裁量の官化 及が膚中東磯成分量の変化-k 喘定し刄.

飾果 試料 からの放水量 は，波如し狐調 味料の塩分濃度μ 高く かつ放 置一時間が長< なる

i,こ伴7 て増加する傾向-£示し但。し かし調 味料 に油を加^3  こbl 二d: :? 7 放水量は明らか
(＝鍼少しr=。衰中には将 虜の彦μあ れ各種無碍 咸分が溶出 し，特/- 似．K  (A 溶出が大きい

傾向乏示し7Ξ:
 
   まβ，油の添加によ-7   で無機戎分 の溶出が抑剰され2-3 とが認めら剥た。


